
学校番号 １０６ 

令和５年度 公民科 

 

教科 公民 科目 政治・経済 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高等学校 新政治・経済（第一学習社） 

副教材等 学習事項の整理と作業 新政治・経済ノート（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

政治・経済分野に関して、現在の諸事象を取り上げて考察していく。基礎・基本的な知識から、

それらの繋がりを感じて、自ら興味関心を高め、それぞれの意見を持ち、伝えられる力を身に付

けられるようにする。責任ある大人への第一歩として、自らと社会がどのように繋がっているの

か、どのような責任・義務を果たしていくべきか、この授業を通じて理解を深めていく。 

 

２ 学習の到達目標 

１年次に学習した現代社会の内容を基礎に、政治・経済のしくみや問題点をテーマごとに取り上

げて理解を深めるとともに、社会人・主権者としての自覚と自分で考え行動できる能力の育成を

めざす。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代の社会と人間に

かかわる事柄に対す

る関心を高め、意欲

的に課題を追究する

とともに、平和で民

主的なよりよい社会

の実現に向けて参

加、協力する態度を

身に付け人間として

の在り方生き方につ

いての自覚を深めよ

うとする。 

現代の社会と人間に

かかわる事柄から課

題を見いだし、社会

的事象の本質や人間

の存在及び価値など

について広い視野に

立って多面的・多角

的に考察し、社会の

変化や様々な考え方

を踏まえ公正に判断

して、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

現代の社会と人間に

かかわる事柄に関す

る諸資料を収集し、

有用な情報を適切に

選択して、効果的に

活用している。 

現代の社会的事象と

人間としての在り方

生き方とにかかわる

基本的な事柄を理解

し、その知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
中
間 

現
代
の
民
主
政
治
と
日
本
国
憲
法 

・民主政治の基本原理 

・日本国憲法の基本原理 

・日本の政治機構 

 

〇   

〇 

〇 

〇 a: 民主主義政治に対する関心

を高め、意欲的に課題を追究し

ている。 

b: 日本国憲法の基本原理を学

び、現代の民主政治にかかわる

課題を見出し、多面的・多角的

に考察し、課題に対するその過

程や結果を様々な方法で適切

に表現している。 

c: 現代の政治にかかわる情報

や資料を収集し、有用な情報を

適切に選択して、効果的に活用

している。 

d: 現代の政治に関する基本的

な仕組みや事柄、本質、特質及

び動向を捉える基本的な概念

や理論を理解し、その知識を身

につけている。 

ワークシート 

定期考査 

レポート 

一
学
期
期
末 

現
代
の
民
主
政
治
と
国
際
社
会 

・現代政治の特質と課題 

・現代の国際政治 

〇  

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a: 民主主義政治に対する関心

を高め、意欲的に課題を追究し

ている。 

b: 世界の国々の政治体制を学

び、現代の民主政治にかかわる

課題を見出し、多面的・多角的

に考察し、課題に対するその過

程や結果を様々な方法で適切

に表現している。 

c: 現代の政治にかかわる情報

や資料を収集し、有用な情報を

適切に選択して、効果的に活用

している。 

d: 現代の政治に関する基本的

な仕組みや事柄、本質、特質及

び動向を捉える基本的な概念

や理論を理解し、その知識を身

につけている。 

ワークシート 

定期考査 

レポート 



２
学
期
中
間 

現
代
経
済
の
仕
組
み
と
日
本
経
済
の
歩
み 

・現代経済の仕組み 

・日本の経済と産業発展 

 

〇  

〇 

 

〇 

〇 

〇 

a: 現代経済に対する関心を高

め、意欲的に課題を追究してい

る。 

b:日本経済にかかわる事柄か

ら課題を見出し、多面的・多角

的に考察し、その過程や結果を

様々な方法で適切に表現して

いる。 

c: 日本経済と産業構造にかか

わる資料を新聞やニュースを

通して収集し、有用な情報を適

切に選択して、理解を深める。 

d: 現代経済や日本経済に関す

る基本的な事柄や、本質、特質

及び動向を捉える基本的な概

念や理論を理解し、その知識を

身につけている。 

ワークシート 

定期考査 

レポート 

２
学
期
期
末 

経
済
と
社
会
福
祉 

・社会福祉と日本経済の課題 

・国民経済と国際経済 

〇  

〇 

〇 

〇 

 

〇 

a: 社会福祉と日本経済に関心

を高め、意欲的に課題を追究し

ている。 

b:日本経済と国際経済にかか

わる事柄から課題を見出し、多

面的・多角的に考察し、その過

程や結果を様々な方法で適切

に表現している。 

c: 日本経済と世界経済にかか

わる資料を新聞やニュースを

通して収集し、有用な情報を適

切に選択して、理解を深める。 

d: 国際経済に関する基本的な

事柄や、本質、特質及び動向を

捉える基本的な概念や理論を

理解し、その知識を身につけて

いる。 

ワークシート 

定期考査 

レポート 



３
学
期 

日
本
及
び
国
際
社
会
の
諸
課
題 

・日本社会の諸課題 

・国際社会の諸課題 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

a: 日本を含めた国際社会の諸

問題に対する関心を高め、正し

い理解とさらなる探求心を養

っていく。 

b: 日本社会と国際社会の諸問

題にかかわる事柄から共通の

課題を見出し、多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を

様々な方法で適切に表現して

いる。 

c: 日本を含めた国際社会の諸

問題に関する資料を様々なメ

ディアを通して収集し、効果的

に活用している。 

d: 日本を含めた国際社会の諸

問題に関する基本的な事柄や、

本質、特質及び動向を捉える基

本的な概念や理論を理解し、そ

の知識を身につけている。 

ワークシート 

定期考査 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


